
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～えほんだより 8 月号～ 
 

【今月の絵本紹介】 

0 歳児・1 歳児 「ぽーぽーぽぽー」 

 はとが１羽いました。ちょっとさみしかったけれど、 

もう１羽きて２羽になりました。うれしくて 

ぽーぽーぽぽー。２羽で巣をつくり、たまごが生まれ 

たよ。ぽかぽかの日も雨の日もたまごをあたため 

ました。するとたまごがうごいたよ。ぴきぴき ぴきき・・・。 

絵や写真と違う、やわらかくあたたかい絵本です。 

 

３歳児 「むしのへんしん」 

 男の子が外でへんてこな虫をつかまえて、おうちに連れ帰

ったお話。へんてこな虫は蝉の幼虫です。 

 高い場所に上って、動かなくなって、気付いたらセイになっ

ている。そんなセミの不思議が絵本になっています。 

 公園でつかまえたセミ。その近くでみかける「ぬけがら」 

時期によってセミの種類が変わりますが、親子で探しに行っ

て、絵本のように羽化するところを見られると楽しそうですね。 

２歳児 「ジャングルバス」 

 運転手はマントヒヒ、お客さんはイボイノシシとヤマネ

コ、ハシビロコウに牛カモシカ。終点の「あおぞらいちば」

まで買い物に行くためにバスに乗っています。 

 そのあとも次々にバス停でお客さんが乗り込んできま

す。キリンにワニになまけもの。最後は大きなゴリラまで。 

満員バスの中はどうなってるの？？ 

 

４歳児 「かみちゃんといしちゃん」 

           紙ちゃんと石ちゃん。まった違う性質のものが友だち

になるお話です。２つが遊んでいる中に、紙と石の性

質が上手に組み込まれています。薄い紙も筒状にする

と強くなって重い石がのってもつぶれないことや、風に

飛ばされそうな紙の重しになる石など、日常の中で何

気なくやっていることがお話になっています。 

お話の最後は、濡れてしまった紙が石の上でひと休み。すると紙ちゃんが・・・ 

５歳児 かがくのとも  

「みずたまりといきもの」 

 生き物にとって水はとても 

大切。森の中にできた水たまりを、 

色々な生き物がそれぞれに 

関わる姿が描かれています。 

 飲み水として、水浴びとして 

小鳥から獣まで、水たまりはその形を変えながら生き

物の役に立っているようです。 

 子ども達も水たまりが大好き。街の水たまりと森の

水たまりは違うけれど、街の水たまりも鳥や虫にとっ

て大切な場所なのかもしれませんね。 

５歳児 「かぐやひめ」 

 日本最古の創作文学といわれている竹取物語を

幼児向けに再話した本格的なかぐや姫のお話です。 

 いろいろな絵本が出版されている今ですが、日本

の昔話は子どもたちに知ってほしいものです。 

 大人の私たちも 

よく知っているお話 

お話。日本画の特徴的 

な色彩は視覚からも 

楽しめます。 

 この１冊が昔話を 

楽しむきっかけにしてほしいです。 

暑さ厳しい毎日です。この時期しかできない水遊びを楽しんだ後は、ちょっと 

静かに絵本タイムです。自分の好きな本を選びながら、好きな場所で絵本を 

楽しんだり、「先生、よんで～」と選んだ本をもって来たりして過ごします。 

 子ども達に「絵本のどんなところが好き？」と聞いてみました。 

「先生が読んでくれるから」「いろいろなお話がおもしろい」 

「見たことない虫とかがある（見られる）」 

「本を見て遊べるところが好き」「絵がかわいい」 子ども達は 

それぞれの表現で伝えてくれました。 

 絵本を大好きな子はいても嫌いな子はいません。 

それが「絵本」の魅力です。 

～プラスワンのご紹介～  「すいかのたね」 

               おひさんピカピカひかってうれしい日に、ばばばあちゃんは 

               にわにすいかのたねをまいたんだ。 

                そんなばばばあちゃんの様子を見ていた子猫がスイカの種

を掘り返し…がっかり。そんな子猫の姿を見ていた子犬が種を

掘り返し…がっかり。またまた、その子犬の姿をみていたウサ

ギが種を掘り返し・・・がっかり。でもね、実はこの時種がブル

ブル震えたのをウサギは気付きませんでした。 

ウサギの様子を見ていたのはきつねです。きつねも同じように掘り返し・・・がっかりしてポイッ。 

その時、種がガチガチ ギチギチ言ってたんだけど、キツネは気がつきません。 

キツネが何かを埋めた様子を見ていたばばばあちゃんが掘り返し・・・がっかり。その時自分がスイ 

カの種をまいたことを思い出しました。「いいかげんにめをだしておおきくおなり！！」 

ばばばあちゃんのことばにスイカの種は「あったまにきた。」さあ、スイカはどうなったのかな？？ 

保育園の貸し出し

絵本もたくさん利

用してください。 

希望の絵本があれ

ばリクエストを。 

みんなで「あそび

の杜図書館」をつく

りましょう  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～えほんだより ７月号～ 

【今月の絵本紹介】 
0 歳児・1 歳児 「にゃんころたいそう」 

 猫の親子が体操をしています。 

ごろーん にゅーっ にゃんころにゃんころ 

ぐーぱーぐーぱー 大きな口をあけたり、ごろん

としたり・・・優しい色彩で優しい絵。 

音を十分に楽しんだら、ページに合わせてからだ

を動かすのも楽しそう。いろいろな読み方ができ

そうです。 

 

３歳児 「なつにみつけた いいものいくつ？」 

 なつにみつけた・・・季節のお話のようですが、それだけ

ではなく「数」。これはなにかな？いくつあいくつあるかな？ 

 ４歳になる子どもたちは、だんだん数を理解してきます。 

 お勉強のように学ぶより、生活や絵本の中で楽しみなが

ら「数」を知る…生きた学び、知識になります。 

２歳児 「なんだかな」 

 ぞうさんのおはながながいの なんでかな・・・？ 

から始まって、いくつもの「なんでかな？」 

身近な動物たちの「なんでかな？」は 2 歳児さんには

ちょうどいい「なんで？」「どうして？」の時。 

絵本でたのしみながら親子で「それはね…」と楽しめそ

うな絵本です。 

４歳児 「ノムとノマの のいちごつみ」 

           森にすむ小さなひとたち ノムとノマがナワシロ

イチゴ（のいちご）つみにでかけるお話です。 

          笹舟をつくり出発するのですが、途中で船に水が

入ってしまったり、枯葉や草にのりあげたり・・・。 

          やっとの思いでナワシロイチゴを採り、笹舟に乗

せて帰る時。バッシャーン‼❕とつぜん目の前に

大きな水しぶきが・・・。 

５歳児 かがくのとも  

「くらべてみよう いろいろなかみ」 

 生活の中でいろいろ見かける「紙」柔らかさや厚さ、

でこぼこ・・・よーく見ると色々な種類があるね。 

クレヨンで色を塗ったり、 

折り曲げたり、破ったり 

丸めたり・・・ 

紙の種類によって違いがいっぱい。 

このちょっとした気づきが、 

次への「やってみよう」につながり、 

「知る」ことの楽しさにつながります。 

実は面白いって身近にいっぱいあるんですね。 

５歳児 「かなへびきょうだい」 

この季節、草かげから現れる「かなへび」のお話で

す。あにかなへびがちょっと威張って 

「さいしょにきたえものは おれがいただく」 

でも、いつも 2 番目にくる獲物の方が大きいようで

す。あにかなへびは考えました。 

「ぶーんととんできたおおきいほうを おれがいた

だく」しばらく小さな獲物ばかりでおとうとかなへび

がパクリ。 

すると…いよいよ大物えもの 

ハナムグリがやってきました。 

さて、あにかなへびは 

食べられるかな？？ 

   幼児棟の子ども達にとって「としょしつ」で過ごすことが日常の一コマになっています。 

    日々、給食後のはみがきがおわると食休みとして図書室で過ごす・・・という時間をと

るようにしていますが、それが生活の一部になったと実感したことがありました。 

    先日「早朝散歩」の行事があり、その日はみんなで豚汁朝食をたべました。 

   なんと、子ども達は朝食を食べ終えると大人に何か言われたわけでもなく、 

図書室で絵本を選び自分で読んだり、読んでもらったりしていました。 

子ども達にとって絵本を読むことが身近になってきたと感じたうれしい瞬間でした。 

～プラスワンのご紹介～  「たなばた」 

           たなばたの話って知っていますか？7 月 7 日は七夕で、おりひめさま

と         ひこぼしさまのお話だということは子ども達も知っているようです。 

          保育園でも七夕に合わせて短冊に願い事を書き、笹飾りにします。 

           この絵本は幼児さん向けで年齢によっては少し難しいかもしれませ

ん。でも、たなばたという身近な言葉で子ども達はきっと興味を持って聞いてくれることでしょ

う。ひこぼしとおりひめの素敵なお話・・・と思っていたのですが、うしかいのちょっといたずらが

始まり。そして、実は子どもがお母さんであるおりひめに会える日が七夕のようです。 

絵本の最後にこう書いてあります。 

 たなばたに あめがふるのは おりひめがながすなみだなのです。 

 なつのよぞらに ひろくみえる あまのがわ 

      そのりょうがわに つよくきらめくひたつのほしが うしかいとおりひめです 

        そして うしかいのそばにふたつ ならんだちいさなほし 

           あれが ふたりのこどもたちです 

 

保育園の貸し出し絵

本もたくさん利用し

てください。 

希望の絵本があれ

ばリクエストを。 

みんなで「あそびの

杜図書館」をつくり

ましょう  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～えほんだより ６月号～ 
【今月の絵本紹介】 

0 歳児・1 歳児 「あーむんむ」 

 あーむんむ あーむんむ・・・ご飯をおいしそうに

食べる赤ちゃん。うれしい顔、びっくりした顔。どんど

ん上手に食べられるようになるよ。 

 離乳食が始まった０ちゃんや、自分で上手に食べ

られるようになった子どもたちにぴったりの絵本で

す。最後は一緒に「ごちそうさまでした」のいいお顔。 

３歳児 「すうる すうる ぴたん」 

 誰もが通りかたつむり飼育。女の子がうちで飼っているか

たつむり（でんでんむし）の「でんちゃん」のお話です。くっつい

ている場所に合わせて、からだを動かすかたつむりの様子が

目に浮かぶように描かれています。ニンジンを食べる姿には

「ほんと？？」「そうかも」…大人はそんな気持ちになります。 

子ども達はきっとかたつむり探しにいきますね。 

２歳児 「わすれもののかさ」 

 公園に忘れられた黄色い傘。誰もお迎えに来てくれな

いから、自分で家に帰ることに・・・。 

 飛んだり浮かんだり、カタコト タタタ、トトトと大冒険で

す。ちょうど長靴を履いたり、傘を自分で上手に持てるよ

うになったりする 2歳児さんにぴったりのお話です。 

 傘もみんなと同じようにお家に帰りたいよね。 

４歳児 「あめのひのえんそうかい」 

          6 月と言えば雨。そんな季節にぴったりのお話です。 

          風の吹く雨の日は、いろいろな音がする。 

          音を楽しんでいると、次々に動物も来たよ。 

          鳴き声や水たまりの音をみんなで合わせていくと、楽し

い演奏会のようです。気分よく演奏会を楽しんでいるとだんだん音が小さくなり

…雨が上がりました。すると・・・気がついたらみんなもいなくなっていました。

夢？ほんと？絵本ならではの楽しさのあるお話です。 

 いろいろな音を試してみたくなりますね。 

５歳児 かがくのとも  

「オオコウモリのにぎやかなよる」 

 沖縄に生息するオオコウモリの 

1 日が描かれています。活動は夜。 

 ガジュマルという木の実が大好きな 

オオコウモリは、近くにほかのオオコウ 

モリが来ると怒ってしまうほど食いしん坊です。そし

て、羽を伸ばすとなんと 1 メートルもあることや、い

つもぶら下がっているコウモリたちがおしっこする時

はなんと・・・。自分の住む日本だけれど、知らないこ

とっていっぱいあるね。これをきっかけにいろいろ調

べたら楽しそう。 

５歳児 「そうじきにまちがえられたそう 

そうじきこうじょうの こうじょうちょう」 

 そうじきにそっくりなぞうの工場長のお話です。 

おやつを食べてウトウトしていたら、新米の作業員

に掃除機と間違えられ、箱詰めされてお店で売ら

れてしまいました。こんなに掃除機っぽいぞう（笑） 

買われていった家では掃除機として使われる工

場長。その家での出来事や、 

工場長と気づかれるまで、 

ずっと楽しいお話です。 

この絵本、大好き。 

先日、図鑑絵本が保育園の図書室に仲間入りしました。 

この時期は戸外遊びが盛んになり、外から戻ってきたときには、子どもたちはいろいろな虫や木

の実、お花や野草を手に持って帰っていきます。最大の被害者（笑）はやはり

「ダンゴムシ」です。小さなプラスチックケースを手に出かけていき、帰りにはこ

ろころコロコロ・・・。プラケースの底は丸い物体でいっぱいです。 

       「だんごむしつかまえたよ」と、捕まえた子もそうでない子も嬉しそう。 

       「かうの？」「なにをたべるの？」そんな相談をしながら、結局元の公園に逃がし

てあげることになったようです。実は、乳児棟の目の前が公園なのですが、捕

まえたのは別の公園。「仲間がいるはずだから元の公園にもどしてあげよう」と 

    担任の先生の発案だそうです。なんてやさしい・・・。 

絵本を見て「このむし、さがしにいこう」とか、捕まえてきた虫と絵本を 

見比べながらあれこれと調べたり・・・。子どもたちは上手に絵本を利用 

      していますよ。絵本があそびにつながるって楽しいですね・・・ 

～プラスワンのご紹介～  「ぞうくんのさんぽ」 

          子ども達が対好きな定番の人気絵本です。ちょっとのんびり屋でひとのいい 

ぞうくんがみんなを散歩に誘って出かけます。「ぞうくんはちからもちだね」 

ちょっとうれしいけれど「ちょっとおもいな」って。 

             かばくん、ワニくん、最後にかめ君を乗せたら・・・どぼーんって 

みんなで池に落っこちた。でもね、天気がよくていい気分。 

みんなで一緒って楽しいね。 

保育園の貸し出し

絵本もたくさん利

用してください。 

希望の絵本があ

ればリクエストを。 

みんなで「あそび

の杜図書館」をつ

くりましょう  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～えほんだより 5月号～ 

【今月の絵本紹介】 

0歳児・1歳児 「だーれか だーれか」 

「ぶんぶんぶん だーれか だーれかいませんか」 

そんなフレーズを繰り返しながら、はちが友だちを増やして

いきます。これからの季節に見られそうな虫がでてきます。

子どもは見つけてもらうのが大好き。「だーれかだーれか

いませんか」と探してあげると楽しい遊びが始まりそう。 

３歳児 「わたしのむしとり」 

この季節になると、子ども達の虫取りがはじ

まります。一人前に（？）虫取り網をつかって

虫取りに挑戦するころ。大きな道具に振り回さ

れるけれど、こんな経験で使い方を知ったり、

虫取りの楽しさを知ったりするのかしら…ね。 

２歳児 「かけっこ」 

ゴールを目指して走ったり、坂を駆け下りたり上

ったり、もちろんジャンプも上手になる 2 歳ころの子

ども達にはピッタリのお話です。絵本を何度も読ん

だ後に、絵本のフレーズを使いながらからだを動か

すのも楽しそう。動物たちの表情が楽しい絵本です 

４歳児 「どろんこ どろっちょ」 

はるくんが泥だんごづくりに苦戦しています。 

どうやってもうまくできません。すると泥の中から「どろ

っちょ」が現れます。「かわきすぎ」「みずがおおい

よ」って教えてくれて、その通りに作ったら上手にでき

ました。もう 1 つ作ったら…あれあれ、どろっちょがい

なくなってしまいました。 

泥だんご作りは、子ども達にさせたいあそびの1つ。 

公園の土では難しいのだけれど、是非、親子で挑

戦してほしいです。 

５歳児 かがくのとも  

「あまがえるーたんぼのうたー」 

あまがえるの 1 年を描いたお話です。 

最近おたまじゃくしも見られなくなりました。 

きっと最近の子どもたちはかえるは「川」 

で見かけるようです。でも、かえる 

といえば田んぼなんですよね。 

田んぼのある地域では、梅雨から秋にかけてかえるの大

合唱がきこえます。この本で知りました。（私だけ？）あま

がえるといえば緑色だと思っていましたが、まわりにあわ

せて色が変わるんですって… 

５歳児 「ひでのひみつ」 

 なんだか昔話のような 

お話ですが、田畑のある 

地域の日常の出来事。 

家の仕事を当たり前に 

手伝っている子、広い畑で転げまわりながら遊ぶ子。

そんな日常の中に、親ひばりと子ひばりの親子の姿

や、親やぎと子やぎの様子などがそっと描かれていま

す。地方のことば「方言」がたくさん出てきます。 

お子さんへの読み聞かせ前にぜひ「予読」をして、方

言に慣れておくと面白さ倍増です。 

～絵本だより 発行について～  

絵本だよりにはおおまかなあらすじや、どんな遊びができそうかな…などを載せていきます。 

今月号はどんなお話かをお知らせすることで、絵本が手元になくても、お子さんとの話題作りに

役立てていただければと考えています。 

 分園では、食後や夕方の自由遊びの時間など、図書室で過ごす子がふえてきました。 

図書室の一角は看護師さんの場所でもあるのですが、看護師さんにも 

たくさん絵本を読んでもらっています。同じ絵本でも、 

読み手によってその面白さが違うようです。絵本の楽しみ方は奥が深いようですよ。 

乳児棟の子ども達も、活動の合間に先生に読んでもらう絵本が大好きな様です。 

絵本って… 

絵本にはよく 

「読み聞かせなら〇歳から、 

自分で読むなら△歳から」と示されていま

す。そのため、大きくなったら赤ちゃん絵本は

卒業…と考えがちですが、赤ちゃん向けの

絵本は、こんどは字が読めるようになったら

自分で読むにはちょうどよい文字数です。単

純な文章なので、文字を拾ってことばの意味

を読み取ることもしやすいですね。 

赤ちゃん当時にその絵本を読んであげた

時のお子さんの姿など話してあげるのもうれし

い時間になるはずです。 

～プラスワンのご紹介～ 

「ちいさなねこ」 

ちいさなねこにとっては、 

全てが大きな世界。 

家の中にいたこねこが大冒険。 

家の外は、車も犬も大きくて、怖くて驚くことだらけでした。大きな犬

にほえられて木の上に逃げていったこねこ。こねこの声を聞きつけた

お母さんねこが助けにきてくれました。 

 小さい子向けの絵本にもなりますが、ねこの生体は描かれている

絵本でもあり、そして、最後は「やっぱりお母さんの近くが一番あん

しんできるね」という優しい気持ちになる絵本です。 

 お母さんねこにくわえられて連れていかれるときのこねこの顔にクス

っとします。 

安心感を得た時の呆然とした表情のようです。 

子どもは、絵本の中に入りこんで一緒に体験しています。大人になってからで

は絶対にできない、不思議な経験を絵本の中に入ってすることができます。 

保育園の貸し出し

絵本もたくさん利

用してください。 

希望の絵本があ

ればリクエストを。 

みんなで「あそび

の杜図書館」をつ

くりましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～えほんだより 4月号～ 

【今月の絵本紹介】 

0 歳児・1 歳児 「みんないいおかお」 

「わんわん」「にゃあにゃあ」 

なじみのある動物のお顔から始まり、最後は

赤ちゃんのかわいいお顔。「○○ちゃんこっち

むいて」と名前を入れて読んで（呼んで）あげ

るとうれしそうです。 

３歳児 「おみずでおえかき」 

4 歳になる年齢には、身の回りの「ふしぎ」に

きづきます。今月は、身近にある「水」。乾い

た場所に水をたらすと「おやおや？」・・・

「あっ、きえた！」 

この絵本を読むと、すぐにやってみたくなりそ

う。これからの季節、楽しめそうです。 

２歳児 「おやつですよー」 

６ぴきの子ねことママねこちゃん 

笑顔になれる子ねこのなまえです。 

みんなでおいしいものを作ります。 

2 歳になると大人の真似がしたくなる… 

真似から新しい「できる」「やりたい」が生ま

れるはずです。 

４歳児 「せっしゃはにんじゃ」 

「せしゃはにんじゃ ○○にんじゃ 

まきものくわえて どろんどろん」 

テンポとリズムがなんだか楽しい。 

お話も楽しいけれど、動きを付けながらリズ

ムを楽しむこともできる絵本です。 

５歳児 かがくのとも  

「スーパーじっけんマシンアワサール」 

年長さんになると「知的好奇心」が 

むくむく… 

でも、科学的ですごく難しい… 

というお話しでもなく、現実的な 

実験ではできないけれど 

「もし〇〇と××が合体したらどうなると思う？？」という想

像力をかきたてられる絵本です。「じゃあさ、▲▲と■■がが

ったいするとどうなる？？」なんてあそびが広がります。 

５歳児 「バルバルさん もりへいく」 

子ども達が大好きな 

「バルバルさん」シリーズです。 

弟子入りしたおさるさんの 

アイデアで困りごとを 

どんどん解決して、 

バルバルさんの手助けを 

していくお話しです。 

 お客さんになった動物や人間の手伝いを

するおさるさん。絵本だからこその楽しさが

いっぱい詰まている 1 冊です。 

～保育室から～  

「子どもたちに絵本のある環境を」という思いで、昨年度はこれまで以上に日々のあそびや生活の中に絵本を取り入れてきま

した。新年度になり、新しく担任をもった保育士さんから同じような声が聞こえてきました。それは「ふだんちょっと落ち着きがな

い子も、絵本が始まると真剣な👀をして聞いている」ということです。 

「どの子も絵本が大好きで、絵本を読み始めるとすごく集中してきいています」 

1 歳児クラスの保育士談。まだ 1 歳児なのに…と驚いていました。 

たった 1 年、環境や大人の意識をかえるだけでも、こんなに子どもたちの姿が 

変わるんだと実感しました。電子機器、動画が手軽な時代だからこそ、 

せめて就学までの 6年間は、大人の声の心地良さとページをめくるわくわく感、 

そして絵本の中の世界を楽しんでほしいと感じています。 大人にも絵本好きになってほしいです。 

～絵本の扱い方～  

0 歳児のころから絵本に親しみ、 

玩具ではない「絵本」の扱い方を見せてい

くと、本をぽっと投げたり、踏んだりしなく

なります。 

「大事にしようね」という気持ちを伝えていき

ましょう。「また読もうね」と本を片付けるよ

うにしていくとよいでしょう。 

「上手にしまえたね」と 

声をかけてあげると 

一層気持ちが伝わります。 

保育園の貸し出し絵本も

たくさん利用してください。 

希望の絵本があればリク

エストを。 

みんなで「あそびの杜図書

館」をつくりましょう 

         ～プラスワンのご紹介～ 

「めっきらもっきら どおんどん」 

へんてこな世界に迷い込んだ「かんた」のお話

しです。ちょっと怖いけれど、どきどきする大好きなおばけがでてきます。 

 子ども達に人気の絵本。その理由の１つがくりかえしでてくる異世界

への「フレーズ」です。気になる方はぜひ読んでいただくとよいと思いま

すが、この絵本を読んだ後は、そのフレーズを口ずさみたくなるようで

す。 

 日常と異世界がつながっていることのおもしろさ。躍動することばと絵

が子どもたちを存分に楽しませてくれるファンタジーの絵本です。 

 今月の「こどものともセレクション」がこの絵本でした。大人が読んで

も楽しい絵本で、私もハードカバーの本を持っています。 

子どもは、絵本の中に入りこんで一緒に体験しています。大人になってからでは

絶対にできない、不思議な経験を絵本の中に入ってすることができます。 


